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1. 緒言
体育授業に求められる教育技術には,ア. 教材研究,ィ. 学習指導法,ウ.
運動技術の系統性と練習の順序の理解,エ. 示範と課題をみぬくカ,オ. 児童・
生徒の実態の把握,カ. 言葉かけの技術などがあげられる4). これらのうちで,
言葉かけの技揃に注目すると,阪田5)は,言葉が本来持っている行動調整機能
の意識の喚起という理論上の動機と,示範よりも教師の言葉によって,児童・
生徒の内面に思考を促す方か児童・生徒自身の身体表現か創造的であるように
推測されることを理由として,体育の授業において言薬による指導の意義と価
値かもっと見直されなければならないとしている.
舛本2'によると,教授手段としての言葉かけは,大きく分けると,次のよう
に分類することかできる. (1嘩示的なことば(命令,指示,勧め,否定,禁止,
発問等),(2)比境的ことば(直噛,隠噛,換境等X(3)擬音語・擬態語,(4)そ
の他(がんばれ,しっかり等の励まし)である. これらの中で一番多く使用され
るのは(1)の直示的なことばであり,特に「指示」「発間」では,それらを適切に
授業の中で使用した際の効果については多くの報告かある3'.
しかし,授業中の使用頻度は「指示」「発問」に比して少ないものの,擬音語・
擬態語は授業中によく使用されている. 現実の体育指導では児童・生徒に対し
て運動の強さの程度(思いっきり,もっと赦しく等)や動き(手をしっかりつけ,
軽く浮くように,素早く)を要求するような表現がよく使われ,それを補助,
代弁する形で擬音語・擬態語(バーン,バン,トーン,パッ等)か頻繁に使用さ
れている. 擬音語・擬態語を使用する際には,教師の教材把握の違いから,そ
の昔の背景にはその言糞を発する教師の感性の違いか読み取れる. また,擬音
語・擬態語を与えられた側の感性にも同様のことか考えられる.
擬音語・擬態語を指導に使用して効果を得るためには,運動に対する児童・
生徒の感性から導き出された擬音語・擬態語を明らかにする必要かある. すな
わち,教師の感性(擬音語・擬態語)と児童・生徒の感性(擬音語・擬態語)か同
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-であるか否かを検討する必要がある.
一般に擬音語・擬態語は個人技能(ダンス,水泳,格技,器械運動,陸上運動)
を指導する際に多く用いられている2).
そこで本研究では,そのうちでも陸上運動を例にとり,教師,児童,生徒に
自己のイメージで陸上運動の動きを擬音語・擬態語で表現させ,その実態調査
を行った.
2.IjUミ
1)実態調査
①.対象
小学校6年生児童131名,中学校1-3年生233名,高等学校1-3年生生徒2
24名,教師71名(小学校58名,中学校・高校13名)を対象とした.
②.内容
陸上運動の中の障害走(-一ドル走),走り高跳び,走り幅跳びの塔切り部分を
中心とした動きを図で示した調査用紙を用いて(資料1),それぞれの動きに
あった擬音語・擬態語を記入させ,得られた結果を系統別に分類し,各運動に
対する児童・生徒と教師の運動のイメージを明らかにした. 今剛ま特に,指導
する際に擬音語・擬態語を多く用いるであろうと考えられる各運動の踏み切り
場面に着目して系統別に分類した.
3.結果ならびに考察
1)陸上運動における擬音語・擬態語の実態
アンケート調査
それぞれの運動の動きを図で示した調査用紙に,自由記述によって自己のイ
メージを擬音語・擬態語で記入させた. 本研究では特に,指導する際に一番擬
音語・擬態語を多く用いると考えられる踏み切り場面に着目した.
_㊨.児童・生徒について
588名を対象とした結果,擬音語・擬態語ととらえられるものはハードル走で
70種類,走り高跳びで76種類,走り幅跳びでは75種類見られた. 具体的な擬音
語・擬態語としては「タッ」,「グッ」,「バッ」,「パッ」などの促音系の
擬音語・擬態語,「タン」,「ターン」,「ダン」,「トン」,「トーン」,
「バン」,「バーン」,「パン」,「パーン」,「ピョン」,「ビョーン」,
「ボン」,「ポーン」などの椅音系の擬音語・擬態語が多くみられた.
-75-
これらを多いものの順に示すと,-一ドル走においては「タン」か最も多く
(70名,ll.9%),次いで「タッ」(59名,10.OX),「トン」(43名,7.3%),
「グッ」'(37名,6.3XX「バッ」(31名,5.3X),「バン」(29名,4.9*),「ザッ
」(25名,4.3X)などであった.
走り高跳びにおいては「タン」が最も多く(65名,ll. IX),次いで「トン」(4
9名,8.3X),「タッ」(36名6.1*)「バン」(33名5.6*)「ダン」(30名,
5.1%),「ドン」(29名,4.9%),「グッ」(28名4.8%)「ザッ」(23名,3.9%)
などであった.
走り幅跳びにおいては「バン」か最も多く(55名,9.4X),次いで「タン」(48
名,8.2X),「トン」(43名,7.3X),「ドン」(43名,7.3X),「ダン」(39名,
6.6X),「クッ」(29名,4.9*),「グッ」(29名,4.9*),「バッ」(22名,3.7*)
などであった(表1). またこれらを清音,濁音,半濁音についても分類した
(表2).
〔表1〕 (児童・生徒について促音系,頼音系に分類)
ハー ドル走 走 り高跳び 走 り幅跳び
促音系 258 204 192
クツ グッ バツなど (46. 9) (38.6) (35. 6)
椅音系 292 325 347
タン バ ン ボンなど (53. 1) (61.4) (64. 4)
単位:人()は%を表す
[表2] (児童・生徒について清音,濁音,半瀦音に分類)
ハードル走 走り高跳び 走り幅跳び
清音 248 226 189
クツ タン トンなど (45. 0) (42.7) (35.0)
濁音 230 241 298
バツ バン ドンなど (41.7) (45.6) (55. 2)
半濁音 73 62 53
ボン パーンなど (13.3) (ll.7) (9.8)
単位:人( )は%を表す
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この結果を擬音語・擬態語に対するイメージの対応の結果1)と照らし合わせ
てみると,以下のようなことか考えられた.
促音系の擬音語・擬態語については清音,濁音,半濁音どれにおいても,す
ばやい,または速いといったイメージが大部分を占めていた. また,椅音系の
擬音語・擬態語については清音では,軽い,弱い,濁音では,強い,きつい,
または重い,半淘音では,軽い,浮くような感じ,浮いているような感じといっ
たイメージかそれぞれにおいて大部分を占めていた. 損音系の接音譜・擬態語
の中でもとくに長音を含むものについては,浮くような感じ,浮いているよう
な感じ,またゆっくりな感じといったイメージか大部分を占めていた.
ハードル走,走り高跳び,走り幅跳びの3つを比較すると,ハードル走では,
損音系の擬音語・擬態語,また清音の擬音語・擬態語でイメージしている児童・
生徒が多いことから,軽い踏み切りをイメージしているものか多いということ
か推察された. 走り高跳びでは損音系の擬音語・擬態語,濁音の擬音語・擬態
語でイメージしているものが多く,また3つの中では長音を含む擬音語・擬態
語でイメージしている児童・生徒か多いことから,強い,浮くような感じの踏
み切りをイメージしているものが多いことか推察された. 走り幅跳びでは,3
つの中では特に頬音系の擬音語・擬態語,濁音の擬音語・擬態語でイメージし
ている児童・生徒か多いことから,強い,あるいはきつい感じの踏み切りをイ
メージしているものか多いことか推察された.
また,促音系,清音の擬音語・擬態語でイメージしているものはハードル走
に多く,接昔系,濁音の擬音語・擬態語でイメージしているものは走り幅跳び
に多くみられた. このことから,-一ドル走では軽い,走り幅跳びでは強い踏
み切りをイメージしている傾向か強く,走り高跳びではその中間的なイメージ
をしていることか推察された.
これを男女別に分けてみると以下のような結果であった(表3,表4).
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[表3] (男女について促音系,頼音系に分類)
ハー ドル走 走 り高跳び 走 り幅跳び
促音系
クツ グッ
男 149 119 103
(53. 4) (44. 6) (37. 6)
女 109 85 89
バ ツなど (40. 2) (32. 4) (33. 6)
接昔系
タン バン
男 130 148 171
(46. 6) (55. 4) (62. 4)
女 162 177 176
ボンなど (59. 8) (67. 6) (66. 4)
単位:人()は%を表す
[表4] (男女について清音,濁音,半濁音に分類)
ハー ドル走 走 り高跳び 走 り幅跳び
清音
クツ タン
早 100 91 70
(35. 7) (34. 1) (25. 5)
衣 148 135 119
トンなど (54. 6) (51. 5) (44. 9)
濁音
.+バ ツ バン
男 I36 141 177
(48. 6) (52. 8) (64. 4)
女 94 100 121
ドンなど (34. 7) (38. 2) (45. 7)
半濁音
ポン パーン
男 44 35 28
(15. 7) (13. 1) (10. 1)
女 29 27 25
など (10. 7) (10.3) (9. 4) I
単位:人()は%を表す
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男女差をみると走り高跳び,走り幅跳びでは促音系と損音系の比率の傾向に
は男女差はみられなかったか,-一ドル走では差がみられた. 女子では他と同
様の傾向かみられたが,男子では促音系の擬音語・擬態語でイメージしている
ものか多く,女子に比べ男子の方がすばやい踏み切りをイメージしているもの
が多いことが推察された.
清音,濁音,半濁音別についてみると,清音の擬音語・擬態語でイメージす
るものが女子に多く,濁音の擬音語・擬態語でイメージするものは男子に多く
みられた. 具体的な音について男女差が大きいものをみると,ハードル走にお
いて「タン」では男子23名に対して女子47名,「トン」では男子14名に
対して女子29名などであった. 逆に「バッ」では男子23名に対して女子8
名であった. 走り高跳びにおいては,「タン」では男子18名に対して女子4
7名,「トン」では男子18名に対して女子31名などであった. 逆に「ダッ」
では男子20名に対して女子8名,「バッ」では男子12名女子3名などであっ
た.走り幅跳びでは「タン」では男子16名に対して女子32名,逆に「バン」
では男子36名に対して女子19名であった. これらに代表されるように3種
目において清音の擬音語・擬態語でイメージするものか女子に多く,濁音の擬
音語・擬態語でイメージするものが男子に多いことから,女子は男子に比べ運
動に対するイメージか強い,きついというよりは,軽いという感じのイメージ
をしているものか多いということが推察された.
帰属集団別にみた場合,全体に対する選択割合についてみると年齢か高くな
るにつれて大小する擬音語・擬態語か認められた.
年齢か高くなるにつれて割合が大きくなる擬音語・擬態語はハードル走では
「タン」,走り高跳びでは「タン」,「タッ」か,走り幅跳びでは「バン」
「タン」であった. 逆に割合か小さくなる擬音語・擬態語はハードル走では
「トン」,「グッ」,「ザ」,走り高跳びでは「トン」,「バン」,「ダン」,
「グッ」,走り幅跳びでは「トン」,「ドン」であった.
3種目いずれも掃音系清音の「タン」を選ぶ割合か年齢の高まりとともに大
きくなっていた. このことは踏み切り動作も軽い,素早い1'ものとイメージす
る者か多くなっていくことを表している.
②. 教師について
71名を対象とした結果,擬音語・擬態語ととらえられるものは-一ドル走で
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25種類,走り高跳びで23種類,走り幅跳びでは24種類みられた. 具体的な擬音
語・擬態語について多かったものを職に示すと,ハードル走ではターン(10名,
14.IX),タッ(8名,ll.3XXトン(8名,ll.3X),タン(7名,9.9*)の順であっ
た.走り高跳びではタン(14名,19. m,トン(11名,15.5*),ダン(7名,9.9X)
の願であった. 走り幅跳びではタン(11名,15.5X),バン(10名,14.1%)の順で
あった(表5,表6).
[衷5] (教師について促音系,埼音系に分類)
ハードル走 4>0摘挑び 走り幅跳び
促音系 - 24 ll ll
タッ グツ バツなど (35.8) (16.7) (18.6)
掩音系 I 43 55 48
タン バン ボンなど (64.2) (83.3) (81.4)
単位:人( )は%を表す
[表6] (教師についての清音,濁音,半濁音に分類)
ハードル走 -走り高跳び 走り幅跳び
清音 39 36 22
タッ クン トンなど (58.2) (54.6) (37.3)
濁音 12 22 28
バツ バン ドンなど (17.9) (33.3) (47.5)
半濁音 16 8 9
ボン パーンなど (23.9) (12. 1) (15.2)
単位:人( )は%を表す
教師と児童・生徒を比較して違いかみられることは,教師の方か促音系に比
して埼音系の比率が高いことであった. また,促音系,損音系と清音,濁音,
半瀦昔の組み合わせか-一ドル走と走り幅跳びでは児童・生徒と同じような組
み合わせとなっていたが,走り高跳びでは頼音系,清音の擬音語・擬態語でイ
メージしたものか多くみられた. これらのことから,多くの教師が児童・生徒
SHE
に比べ,走り高跳びでは軽い踏み切りをイメージしていることが推察された.
また,中学校・A高校の教師(13名)はすべてか保健体育を専門とする者であっ
たか同一擬音語・擬態語を選んだ者は最多でも2名であり,体育実技を専門と
する教師でも踏み切りの運動構造の理解(踏み切り動作に対する感覚)に個人差
が大きく認められた.
4.#;」
体育の授業技術の中で言葉かけの技術は欠かせないものである. 言葉かけに
用いる指導ことばの中でも,今回は,擬音語・擬腰語について,その実態を検
討した.
陸上運動の種目における踏み切り動作に対するイメージを擬音語・擬態語で
表した場合,児童・生徒においては588名に対し,ハードル走で70種類,走り
高跳びは76種類,走り幅跳びでは75種類の擬音語・擬態語かみられた. 教師に
おいては71名に対し,ハードル走で23種類,走り高跳びで23種類,走り幅跳び
で24種類の擬音語・擬態語かみられた. このように各運動におけるイメージに
は個人差か著しくみられ,数多くの種類の擬音語・擬態語でイメージしている
ことか明らかになった.
児童・生徒と教師を比較すると,3種類の踏み切りに対し,教師の方が促音
系に比して,損音系の比率か高く,また,走り高跳びにおいて濁音より清音で
イメージするものが多いように,両者の擬音語・擬態語には差異が認められた.
男子と女子を比較すると,清音の擬音語・擬態語でイメージする人が女子に
多く,濁音の擬音語・擬態語でイメージする人か男子に多いように,両者の擬
音語・擬態語には差異が認められた.
年齢が進むにつれて選択割合か大きくなる擬音語・擬態語と小さくなる擬音
語・擬態語か認められ,軽い,素早い感覚を表す「タン」かいずれの勝み切り
でも大きくなっていた.
体育教師間でも踏切り動作に対する感覚に個人差が大きく認められた.
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(資料1)
次に示す-一ドル走・走り高跳び・走り幅跳びの踏切りの部分の動きを頭でイメージし
ながら(頭に思い浮かべながら),動きを表す音を記入してください.
・¥動きを表す音・・・(例)手をボンとっく
コロコロと転ぶ
動きを表す音踏切
動きを表す音踏切
「 ■「
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班
ぷ
▼
動きを表す音踏切
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